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新新語

十番勝負

　DV（ドメスティックバイオレンス）は、大人の間だけのことではありません。男女交際においても
虐待や暴力による対等でない関係で、男女間での体、言葉、態度による暴力のことです。親密な相手を
思い通りに動かすために複合的に使われるあらゆる種類の暴力をさします。高校生・大学生など若者の
間でも広がっており、加害者・被害者双方の予備軍への教育が必要といわれています。

デートDV

共 済 コ ー ナ ー
　

交
通
事
故
で
入
院
、
現
在

リ
ハ
ビ
リ
通
院
を
し
て
い

て
、
給
付
申
請
を
い
つ
す
れ

ば
い
い
の
か
悩
ん
で
い
ま
し

た
。

　

書
記
局
に
お
聞
き
す
る

と
、「
給
付
金
と
一
緒
に
診

断
書
料
が
満
期
か
ら
満
期
の

間
に
１
通
５
０
０
０
円
・
２

通
ま
で
給
付
さ
れ
る
」
と
聞

き
、「
給
付
内
容
」
は
充
実

し
て
い
る
こ
と
は
分
か
っ
て

い
ま
し
た
が
、
請
求
に
際
し

て
も
、
と
て
も
良
心
的
な
制

度
だ
と
解
り
ま
し
た
。

■
校
門
周
辺
の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
が
、
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
が
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
で

も
、
近
所
の
人
も
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
こ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

堀
江　

和
文
（
枚
方
施
設
管
理
人
分
会
）

■
「
う
ち
の
近
所
コ
レ
イ
チ
」
で
私
の
出
身

校
ゆ
か
り
の
場
所
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
の

で
、
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

 

粟
田　

茜
（
富
田
林
市
職
労
）

■
月
１
回
の
う
た
ご
え
喫
茶
に
行
っ
た
ら
、

９
条
の
会
の
こ
と
が
載
っ
て
る
よ
！
と
「
お

お
さ
か
の
自
治
体
の
仲
間
」
を
も
ら
い
ま
し

た
。
な
つ
か
し
か
っ
た
で
す
。「
か
が
や
く

労
組
」
の
辻
川
さ
ん
、
す
ご
い
で
す
ね
―
。

な
か
な
か
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
姪
は
、

組
合
を
作
っ
て
ク
ビ
に
な
り
ま
し
た
。

 

松
井　

英
子
（
元
吹
田
市
職
労
）

■
再
任
用
の
人
が
３
月
で
終
了
と
な
り
、
我

が
職
場
は
新
し
い
女
性
の
方
を
加
え
て
４
人

の
非
常
勤
で
シ
フ
ト
を
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
立
場
も
同
じ
、
そ
れ
に
女
性
ど
う
し

な
の
で
仲
良
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

峰　

朋
子
（
吹
田
関
連
労
組
）

■
病
院
勤
務
を
定
年
退
職
し
、
今
は
再
任
用

で
保
育
所
の
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。
病
院
勤
務
と
は
全
然
違
っ
て
戸
惑
う
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
少
し
慣
れ
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
と
っ
て
も
可
愛
い
で

〜
す
。 

吉
田　

由
美
子
（
堺
市
職
労
）

新新語

十番勝負

　レストランや定食屋などの外食に対し、家で自炊および家族が作った手料理を食べることを「内
食」とし、その中間にあたる食事を意味します。具体的には、お惣菜や弁当、調理済みのパン（サ
ンドウィッチ、惣菜パン）などが「中食」に当たり、昼食と区別するため、「なかしょく」という
読みで定着しつつあります。

中　　食

タ
テ
の
カ
ギ

❶
親
か
ら
の
〇
〇
〇
〇
で
下
宿
生
活

❷
今
日
の
〇
〇
〇
は
28
℃
と
結
構
高
い

❸
栗
鼠
。
何
と
読
む

❺
福
は
内
、
鬼
は
〇
〇

❻
お
つ
り
。
〇
〇
〇
〇
を
受
け
取
る

❼
木
を
伐
る
の
が
仕
事
で
す

❾
引
き
分
け
と
な
っ
た
将
棋

13
着
替
え
る
た
め
の
部
屋

15
書
物
を
書
き
あ
ら
わ
す
こ
と
、
〇
〇

書
、
〇
〇
作

16
目
が
〇
〇
に
な
る
＝
呆
れ
る

17
極
地
の
夏
は
日
没
か
ら
日
の
出
ま
で

い
わ
ゆ
る
コ
レ
で
薄
明
る
い

18
さ
し
あ
げ
る
こ
と
。
粗
品
〇
〇
〇
〇

19
も
と
か
ら
の
こ
こ
ろ
ざ
し
。
〇
〇
〇

貫
徹

21
〇
〇
〇
の
な
い
意
見
を
述
べ
る

23
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
略
。
〇
〇
に
弱
い

25
〇
〇
の
上
に
も
三
年

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
相
撲
で
立
合
い
の
身
構
え
を
す
る
こ

と
。
〇
〇
〇
直
し

❹
〇
〇
〇
〇
は
泥
棒
の
始
ま
り

❽
大
体
の
と
こ
ろ
。
〇
〇
〇
〇
で
合
意

し
た

10
あ
る
こ
と
に
心
を
奪
わ
れ
た
人
。
恋

の
〇
〇
〇

11
音
読
み
と
〇
〇
読
み

12
相
撲
の
準
備
運
動
の
一
つ

14
初
ガ
ツ
オ
を
〇
〇
に
か
け
る

15
極
限
。
国
民
の
不
満
が
〇
〇
〇
〇
〇

に
達
し
た

17
髪
を
切
る
の
、
そ
れ
と
も
入
院
す
る

の
？

19
望
遠
鏡
等
で
見
え
得
る
範
囲

20
赤
穂
〇
〇
の
討
ち
入
り

21
沈
黙
は
〇
〇
、
雄
弁
は
銀

22
ひ
い
き
め
。
親
の
〇
〇
〇

24
部
屋
や
座
敷
に
立
て
て
隔
て
と
す
る

26
走
行
中
は
充
分
な
〇
〇
〇
〇
距
離
を

27
彼
の
〇
〇
〇
が
は
か
り
か
ね
る

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
７
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
２

年
８
月
号
の
紙
面
に
掲
載

４
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
２
年
４
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ハ
ル
ノ
オ
ガ

ワ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
36
通
の
解

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の

５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
杉
野
光
男（
大
東
市
職
労
）
▼
谷
口

善
雄（
堺
市
職
労
）
▼
坂
口
之
利
子（
和

泉
市
職
労
）
▼
小
島
幸
子（
吹
田
市
職

労
）
▼
中
路
尚
子（
大
阪
市
労
組
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：梅雨のあい間の晴天にすっきりと

４月号の解答
「ハルノオガワ」

みんなでつくるホンモノの地方自治
　　第54回自治体学校 in 浜松　　

防災まちづくり運動学習交流集会

日時：６月23日（土）13：30開会
場所：大阪市立いきいきエイジングセンター（第１研修室）
講演： 「過去の震災から何を学び、いのち・くらしを守る地域

自治体をどうつくるか」
　　　中山　徹さん（奈良女子大学教授）
報告：「43市町村防災アンケートで何が明らかになったか？」

日時：７月21日（土）～23日（月）
会場：アクトシティ浜松

　申し込み締切り：７月６日
　（問合わせは各単組事務所まで）

　3・11の教訓をふまえて、私たち自治体労働者が住民のいの
ちとくらしを守るためにどうすべきかを、この集会で学びまし
ょう。

ハイシ トウカク
コテサキ オイル
ニン ヨサ シミ
ワ コウクウキ
サカアガリ ノ

オン クン トウ
ウタゲ キヨウカ
カンシヨ チダイ

「
セ
ッ
ト
共
済
」は

「
セ
ッ
ト
共
済
」は

良
心
的
で
す
ね

良
心
的
で
す
ね

◆給付請求は３年以内にお願いします◆
　入通院が長期になる場合は、給付請求をどの時期にすればいいの
か悩みますね。
　いつでも申請できますが、申請の時効は３年ですので気をつけて
下さい。「診断書補助」は１通につき5000円を１共済（満期更改か
ら１年間）に２通まで給付されます。病状によって一概に言えませ
んが、「診断書」取得は、入通院の限度日数や、１年以内の通院実
績を目安にされてはいかがでしょうか。

　　　　　総括講演
　「『分権改革』と地方財政」
　　川瀬　憲子さん（静岡大学）

１日目

 　 討論のひろばと分科会など
２日目

　　　　　特別講演
　 「東海地震による浜岡原発の
　リスクを考える」
　　渡辺　敦雄さん

３日目

寝
屋
川
市
職
労
チ
ー
ム
が

３
年
ぶ
り
８
回
目
の
優
勝
大
阪
自
治
労
連

軟
式
野
球
大
会

（

（

　５月31日と６月５日の２日間、万
博公園「スポーツ広場」のグラウン
ドで、大阪自治労連第24回軟式野球
大会を開催しました。
　今回の大会は、５チームでの優勝
争いとなりました。決勝戦は、守口
市職労対寝屋川市職労。この顔合わ
せは、昨年・一昨年と同点でジャン
ケンや抽選で寝屋川が勝ってきまし
た。守口が先制、直後に寝屋川が追
いつく両者譲らない展開。結局、少
ないチャンスをものにした寝屋川が
４対１で優勝しました。


